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海南島2006年春
海南島抗日根拠地と日本軍侵略拠点で

紀州鉱山の真実を明らかにする会（キﾑ チョンミ、佐藤正人、小谷英治）
紀州鉱山の真実を明らかにする会は、３月19日から４月６日まで、海南島で10回目の「現地調査」をおこなった。　

後半に、鐘翠雅さん、丹波マンガン記念館館長の李龍植さん、大阪人権博物館学芸員の文公輝さん、高麗博物館理事の山田貞夫さんが参加した。鐘翠雅さんは、ドキュメンタリー『日本が占領した海南島で―６０年まえは昨日のこと―』制作に協力してくれた人で、故郷は海南島の那大である。
今回は、とくに、日本軍の侵略拠点と抗日根拠地がかさなりあっていた地域で、おおくの人から話しを聞かせてもらうことができた。

■瓊中県黎母山鎮松涛郷松涛で
　海南島中央の黎母嶺北方の松涛（ソンタオ）は、先住民族黎族の村である。

日本軍は、黎母嶺地域を軍事制圧しようとして、ここに侵略拠点をおいた。わたしたちは、松涛二村の村長黄国東さん夫妻に案内されて日本軍の「要塞兵舎」跡に行った。

約2500平方メートルの敷地の中央部に高さ10メートルほどの土塁があった。黄国東さん夫妻は、それが炮楼跡だと教えてくれた。「要塞兵舎」敷地を囲んで幅２メートルあまり、深さ1メートルあまりの濠が掘られていた。出入り口が２か所あり、コンクリートの建築物の基盤も残っていた。この侵略拠点を作らされたのは、松涛の住民だったという。

写真１

松涛の日本軍「要塞兵舎」跡

黄国東さんの父、黄春漢さんが、この「要塞兵舎」建設工事をさせられていたというので、話しを聞きに自宅を訪ねた。

　黄春漢さん（1930年生）は、

「日本軍ははじめ飛行機から爆弾を落とし、そのあと村に入ってきた。1939年だった。

炮楼は1941年につくられた。松涛の村人が土を運んで基礎工事をさせられた。子どもたちも働かされた。子どもは土を運んだ。わたし、李國静、符亜業は、当時9歳。粱駿章は7歳だった。働いてもなにももらえなかった。自分で飯を持って現場に行った。

わたしや李國静は、日本軍がつくった日本語学校に通った。教師は中国人ひとり、日本人ひとりで、生徒は、50人前後だった」、

と話した。李國静さん（1930年生）は、

「‘コンバンワ’‘オハヨウゴザイマス’‘コンニチワ’を言って礼をしなかったら、ほほを殴られた」、

と話し、黄春漢さんは、

「‘アリガトウゴザイマス’と言わなければ殴られた。‘アリガトウ’では殴られた」、

と証言した。

■瓊中県黎母山鎮黎母山で

松涛から15キロ南の黎母山（リムシャン）にも、日本軍は軍事拠点をつくった。

丘の上にある「要塞兵舎」跡で、楊定永さん（1931年生）は、こう話した。

「日本軍に、父を殺された。殺されるところを見た。

３人がいっしょに殺された。日本軍は、父ともう一人の男の人を並ばせて一度に射った。女性はその近くで殺された。

村のなかに家があったが、日本軍が強制的に働かせようとしたので、家族みんなで山に逃げた。しばらくして腹が減って、煮炊きをしたのだが、その煙が日本軍に見つかって、父が捉まって殺された。　

日本軍が村に入ってくる前に飛行機がきて、爆撃して、この村をぜんぶこわした。

この炮楼は、日本軍がここの村人たちに作らせた。お金はくれなかった。1日、一個のめしだけ。わたしも働かされた。日本兵に両頬を殴られたことがある。仕事をしていて、失敗すると、殴られた。　

日本軍に村人がおおぜい連れて行かれるのを見た。あの人たちがどうなったか知らない」。

日本人をいまどう思っているかと、キﾑ チョンミがたずねると、楊定永さんは、だまって「恨」と書いた。

写真２
父の殺害現場に立つ楊定永さん(前) 
ふたりが、いちどに銃殺されたという
■瓊中県黎母山鎮榕木で

　黎母山から７キロ東南の榕木（ロンムウ）で、許明添さん（1926年生）は、こう話した。
「日本軍は道路を作らせた。村人に、いろんな労働を強制した。わたしは当時12歳ころだったが、道路工事をやらされた。おおぜいの人がいっしょだった。日本軍は、年寄りも、女の人も、子どもも、むりやり働かせた。食べるものもくれないで、朝8時から5時まで。

万人坑がある。共産党員ではないのに、共産党員だといって、殺した」。

　　　　
許明添さんの案内で、広いゴム林をぬけて、「万人坑」に行った。許明添さんは、

「遺骨はまだそのまま残っている。ここは殺されたところだから、家を作ったり、何かを植えたりはしない」、

と語った。「万人坑」一帯は、ゴムの植林をしないで草木が生えるままにしてあった。かなり深い穴で、草木に覆われているが、60数年たった今も窪んでいた。

写真３

「万人坑」跡を示す許明添さん

■瓊中県湾嶺鎮嶺門で

　黎母山の10キロほど西にある碑碣嶺の山頂からは、360度を見渡すことができる。日本軍は碑碣嶺と南方の登高嶺に軍事拠点をつくった。

　わたしたちは、碑碣嶺ふもとの村、嶺門（リンメン）に住む張平涛さん（1951年生）に案内されて、碑碣嶺山頂に行った。

碑碣嶺の日本軍要塞も、深い濠と塀に囲まれていた。濠跡、コンクリート塊、たくさんの瓦片などが残っていた。小高くなっているところに炮楼があったと張平涛さんが教えてくれた。

‘労工’としてここの工事をさせられた祖父や両親は、張平涛さんに、当時のことをつぎのように話していたという。　　　　　
「労工は、付近の村から集められた。良民証を労働に出る人はみんな持たされていた。もらったのはおにぎりだけ。70人くらいの軍人がいた。大きな木があって、そこで日本軍は何人もの人を刺し殺した。共産党だといって」。

写真４
碑碣嶺山頂の日本軍「要塞兵舎」跡
から登高嶺を見る

嶺門小学校の校庭に、日本軍の不発弾があった。3個あったが、村びとがこわして今は1個だけが残っているという。

写真５
鐘として使われている不発弾

■楽東黎族自治県仏羅鎮仏羅で

日本軍は、黄流飛行場建設のために、周辺住民だけでなく、数十キロ離れた村の住民も強制労働させた。

写真６
仏羅「７人坑」

仏羅(フォルオ)には、黄流で殺された人の墓があり、「７人坑」とよばれている。

黄流で殺された人たちが埋められた穴を掘って遺体を掘り出した石英物さん（1913年生）が、近くに住んでいるというので、訪ねた。

石英物さんは、こう話した。

「响土村の殺された人たちの家族に頼まれて掘り出した。殺されて4日後、夜中に掘った。遺体は20人だった。村人40人くらいがいっしょになって、ふたりでひとりの遺体を運んだ。

20人の中に、共産党がいると思われて殺された。頭をつるはしで割られて、ひとりづつ穴に放り込まれた。

わたしは、日本兵に何回も殴られた。会うたびに良民証を見せろといわれて、見せなかったら、殴られた。もし良民証がにせものだったら、死ぬまで殴られただろう。

良民証は、日本軍が村に入ってきて作らせた。作らないと殺された。日本軍の基地で良民証を渡されたが、何が書いてあるかわからなかった」。

写真７
石英物さん
「７人坑」に埋められている犠牲者の遺族、方陳生さん（1941年生）を訪ねた。　

自宅で、方陳生さんは、こう話した。　　　　　　　　　

「３歳のとき、父、方賢香が殺された。そのときのことは、母からなんども聞いた。母は亡くなった。

父はマンゴの仕入れをしていて、その帰り道でつかまった。墓は、６人の親戚と家族が作った。お金を出して遺骨を掘り出して、黄流からここに連れてきた。

殺されたとき、父は22歳くらい。６人はいっしょに殺された。殺されたのは、父、母の2番目の弟林芳明、3番目の弟林清ら。

母は、わたしをひとりで育ててくれた。これからもちゃんと墓参りをしなさいと言って死んだ。

父はなぜ殺されたのか」。

話しながら、方陳生さんは涙をうかべ、なんども水たばこを吸い、最後に、「どうしようもない」と小さな声で言った。

写真８
方陳生さん夫妻
■東方市板橋鎮高園で
日本東京の防衛研究所図書館に、横須賀鎮守府第四特別陸戦隊がおこなった戦争犯罪の記録（「感恩県高園村附近討伐戦戦闘詳報」）がある。そこには、嶺頭分遣隊の海軍少尉太田良知ら43人が、1945年5月22日未明から高園村地域を襲撃し、「高園村三０戸全部焼却ス」と、書かれている。

高園(カオユアン)は黎族の村である。日本侵略時には、感恩県に編入されていた。周亜華さん（1921年生）は、高園の自宅でこう話した。

「日本軍は家を壊して、火をつけた。にわとりや豚や牛を奪い、女性を強姦した。村びとを道路工事に行かせた。行きたくないといったら、殴った。石碌鉱山に送られた人もいた。病気になって仕事ができなくなったら、焼かれた。

共産党の張應煥が、よくこの村に来て泊まった。もし共産党の組織がなければどうなるか、といって、共産党に入るように誘った。仕事を積極的にする人、秘密を守れる人は、地下組織に入ることができるといった。張應煥は、30歳代だった。

わたしが志願して地下党員になったのは、18歳ころ。

嶺頭で日本軍と戦ったことがあった。火薬銃で。火薬銃は先祖から伝わったもの。村の人はほとんど持っていた。火縄銃がなかったら、弓で戦った。小さい弓、太い弓。太いのは、腕くらいの太さ。弓は、いのししを捕まえたりするのにみんな持っていた。

わたしが共産党に入ったことは、妻も子ども知らなかった。共産党に加入したら、党費を納めなくてはいけない。金がなくて、マッチを党費として納めた。

張應煥は、非常に勇気がある人だった。戦場では勇ましかったが、部下にはやさしかった」。

写真９
周亜華さん
写真10
当時の弓をひく周亜華さん

周亜華さんの妻、王亜娘さん（1920年生）は、

「生まれたのは、黒眉村の近くの村。夫が共産党員だと、まったく気づかなかった。解放後に知った」、

と話し、周亜華さんは、

「妻に知らせなかったのは、漢奸に知られると危険だからだ。宣伝活動であちこちの村を廻った。妻には、帰ってきて、出張だったと言った。組織からたまに、おにぎりをもらうことがあった。それを、土産だといって、持って帰った」、

と言った。

周亜華さんに案内されて、近くの林秋華さんの家を訪ねた。

林秋華さん（1916年生。黎族）は、こう話した。

「1943年に、瓊崖従隊に入った。妻は村の民兵だった。遊撃隊の前は、紅軍にいた。

日本軍が来たとき、女が２人、男が４人殺された。家も燃やされた。この村は50戸だった。羊、牛、豚、とりは全部奪われた。

みんな山に逃げた。子どもを背負って逃げた。日本軍が引き上げたら、また村に戻ってきた。

日本軍と国民党と戦った。攻撃されたから戦ったのだ。感城での戦闘がいちばん激しかった。わたしたちは、300人。こっちが勝った。民兵として参加した。日本軍は30人。日本軍から機関銃を奪ったこともあった」。

写真11
林秋華さん夫妻
■楽東黎族自治県尖峰鎮黒眉で

　昨年８月、抗日戦争勝利と世界反ファシスト戦争勝利50周年を記念して、海南省政協文史資料委員会編『海南文史』第20輯がだされた。そこには、

　　　“1941年はじめ、黒眉村に民兵武装中隊が結成され、ここに海南島西部の抗日根拠地が形成された。日本軍は黒眉村を10数度襲撃したが、黒眉村の民兵は反撃した”（邢力新「黒眉反撃戦」より要訳）

と書かれている。

黒眉（ヘイメイ）を訪れたわたしたちに、邢亜响さん（1923年生。黎族）は、こう話した。

「日本軍が村に来たとき、18歳だった。わたしは、銃を持って、山に逃げた。何日間か逃げて、戻ってきたら、家が全部焼かれていた。逃げられなかった人は、殺された。
家を建てなおすと、また日本軍が来て焼いた。建てなおしては焼かれ、何回も建てなおした。当時の家は、草葺でかんたんだから。

日本軍と何回も戦った。射って、さっと場所を変えて、射って、また場所を変えて、射った。自分たちの銃はよくなかった。火縄銃だ。火薬を入れて使う。銃はいまもある。

弓も使った。矢じりは鉄だった。

仲間は50人くらい。みんな黒眉村の人。機関銃を持つ日本軍とたたかうのは恐くなかった。死ぬことを恐れなかった。死んでも、光栄だと思った。日本兵を殺して銃を奪った。

老包嶺で7日間、連続して戦ったことがあった。戦って逃げて、戦って逃げて、戦って逃げた。歌いながら戦った。遊撃隊は、みんな歌えた。

戦わないときは、農業をして、家族を養っていた。日本軍が来ないときは、家族といっしょに暮らしていた。でもあまり家に帰ることができなかった。漢奸がいるから。

50人の中には、女性もいた。女性兵士は、炊事をした。

黒眉村は、まえは老包嶺のふもとにあった。今は人は住んでいない。大陸から来た人がバナナ園にしている。解放後、村はここに移った。
日本が敗けた後、日本人を見るのは、はじめてだ。いい日本人だったら友好的にする。いい人でなかったら、戦う」。

邢亜响さんの「党員証」には、「1993年7月1日　共産党参加五十年」と書かれてあった。別れるとき、わたしたちに、「さようなら、同志よ」といって手を振って見送ってくれた。

写真12
銃をこう構えたという邢亜响さん
写真13
弓矢をつがえる邢亜响さん
■楽東黎族自治県尖峰鎮風田で

風田（フォンディエン）で邢亜光さん（1929年生。黎族）から話しを聞かせてもらった。

邢亜光さんは、こう話した。

「日本軍が来るまでは、農業をしていた。小さいときから、苦しい生活だった。両親は日本軍に殺された。両親が殺されてから、遊撃隊に参加した。隊長は張克治。武器は拳銃。

黒眉村にいたとき、日本軍から攻撃を受けた。村は全部焼かれた。日本軍の基地は近くの嶺頭にあった。黒眉村でおおぜいが殺され、生き残った人は山のほうに逃げた。

日本軍の飛行機が尖峰嶺に爆撃しに来たことがあった

解放軍の志願軍の隊員として、命令を受けて朝鮮戦争にも参戦した。朝鮮人と人民解放軍は連合して戦った」。

写真14
邢亜光さん

■楽東黎族自治県尖峰鎮尖峰で
尖峰（ジェンフォン。旧、水馬田）で、符亜秋さん（1923年生。漢族）は、つぎのように話した。

写真15
符亜秋さん
「昔は山に住んでいた。11、2歳のとき、日本軍につかまった。16、7歳まで5、6年間、仕事をさせられた。殴られなかったが、食べ物は少ししかくれなかった。仕事は、朝から晩まで。逃げようと思ったが、逃げられなかった。抗日戦争に参加したかったが、家には子どもはわたししかいなかったので、できなかった。

軍人以外には、通訳がいた。　

2、300人が働かされていた。この村からは、4、5人が11、12歳から働かされた。男も女も。働かされた。

王子製紙の森林鉄道工事をやらされた。鉄道は、15キロ作った。働きに行かなかったら殴られた。逃げた人がいた。何人逃げたかはわからない。つかまったら、殺された。死体は焼かれた。病気のときでも言えなかった。

八所に行かされたことがあったが、そのときには、工場の宿舎で寝泊りし、2、3か月に一回、家に帰った。朝7時から夜中の12時まで働かされた。おなかはいつもすいていた。

日本軍の兵士だった台湾人が機関銃を盗んで兵舎の鉄条網から出してくれた。

姉、台湾人とわたしは、日本軍の機関銃を、黒眉村にいた共産党員に届けた。姉はその台湾人と結婚した。その人は、あとで日本軍と戦って戦死した。黒眉村は共産党の根拠地だった。

わたしは、黒眉村の戦闘には参加しなかったが、米や野菜など食料を運んだ」。

■楽東黎族自治県尖峰鎮紅湖で
国民国家日本がアイヌモシリを占領したのち、王子製紙は、アイヌモシリの原始林の樹木を奪いつづけた。王子製紙は、海南島でも原始林を破壊した。

尖峰嶺地域の樹木を奪うために、王子製紙は、嶺頭駅（石碌鉱山―三亜間鉄道の駅）から尖峰嶺山麓の土崙までの軽便鉄道を建設した（1944年2月着工、45年3月完成）。抗日武装部隊の根拠地であった尖峰嶺地域を通る軽便鉄道は、軍事的役割ももっていた。王子製紙の軽便鉄道建設は、日本海軍との共同軍事行動であった（『王子製紙南方事業史』（王子製紙刊、1964年、参照）。
写真16
尖峰嶺
わたしたちは、尖峰嶺地域の村々を訪ね、当時の軽便鉄道をさがした。紅湖村にその跡が残っていた。

村人に案内されて、紅湖村の裏畑を抜けると、細い一直線の道に出た。敷石に使われていたと思われる石がたくさんあった。その道が、線路の跡だという。尖峰嶺の方向に1キロほど歩くと、水路にかかるコンクリートの橋があった。

写真17
ここに森林鉄道が通っていた

紅湖（ホンフ）で、李玉球さん（1930年生。黎族）は、つぎのように語った。
「昔、鉄道を作った。10歳あまりのときだった。‘輪戸’だった。10数人行って、戻ったら、また次の10数人が行った。自分の意思ではなく、順番があったから、行かなければならなかった。

開始から完成するまで、1年くらい働いた。毎日70人～80人が働いていた。女性もいた。

朝6時から夜9時ころまで働かされた。土を運んだ。100メートルくらい離れたところから、土を運ぶ。監督がいたら、なるべくいっぱい土を入れたが、いなかったら、少し入れる。監督は恐かった。

当時住んでいたのはこの近くの老李落村だった。

共産党員が村に隠れているといって、日本軍は、2回か3回、村に入ってきた。日本軍が村に来ると、全部焼いたから、食べ物も服も家もなくなってしまった。この近くの村も、全部やられた。祖母は歩けなかったので、両手両足に大やけどした。

わたしが羊追いに出ようとしたとき日本軍が入ってきたことがあった。羊は機関銃で殺された」。

写真18
李玉球さんから話しを聞く
紅湖新村で周文華さん（1930年生。黎族）は、こう話した。

「日本軍が村に来て、機関銃で生きているものをみんな殺した。日本軍は何回も来た。この村と黒眉村には共産党がいると疑って。

そのころわたしは、食べるものもなく服もなく、下ばきしか身に付けていなかった。

鉄道工事をした。小石を拾って、コンクリートに混ぜた。夜は家に帰った。監督は台湾人で、朝しか来なかった。日本兵は、銃を持って監視した。台湾人は白い服。日本兵は軍服を着ていた。台湾人が、まじめに仕事をしなくて、日本兵に殴られたのを見たことがある。日本兵が火をつけて台湾人を殺したこともあった。

逃げようと思ったが、小さかったから、逃げる道を知らなかった。賃金はなかった。食べ物は塩漬けの魚とつけもの。軍票ももらっていない。

当時、家は農業をしていた。父も鉄道工事をした。日本軍が村に共産党を探しに来たとき、父は知らないと言って殴られた。父はそのとき、52歳だった」。

写真19
周文華さん
■東方市感城鎮感恩で

「第２次朝鮮報国隊」に入れられ、帰郷し、いま韓国仁川に住む高福男さんは、昨年12月、「海南島では感恩でも働かされた」と、わたしたちに話した。

「朝鮮報国隊」の足跡を知ろうとして、今年4月、その感恩(カンエン)に行った。

　街中のかじ屋の店先で偶然会った張関充さん（1929年生）は、こう話した。

「朝鮮人は、ここから近い宝上村の小学校に泊まっていた。みんな青い服を着ていた。100人くらいいた。鉄橋工事をしていた。鉄橋ができあがるまでいた。半年くらい。

朝鮮人を監督していたのは、台湾人だった。山中組だ。台湾人はよく朝鮮人を殴っていたから、村びとは台湾人が嫌いだった。しごとに行くときは、並ばせていた。台湾人は白い制服を着て、銃を持っていた。20～30人くらいいた。周りにへいがあって、門があり、番兵がいた。朝鮮人は自由に外出できなかった。

朝鮮人とは話したことがない。日本兵も小学校に泊まっていた。

学校では、そのときもう授業はしていなかった。鉄橋工事には村びとは出なかった」。

写真20
張関充さんから話しを聞く
話しを聞かせてもらったあと、張関充さんに鉄橋跡と宝上小学校跡に案内してもらった。

写真21
「朝鮮報国隊」がつくらされた鉄橋基柱

宝上小学校跡で、呉日文さん（1931年生。宝上村の人）は、

「日本軍は、この近くに日本学校を作って、この学校を閉鎖した。

朝鮮人を見た。石を運んだり、橋梁の工事をしていた。青い服を着ていた。‘青年報国隊’ということばを聞いたことがある。白い服を着た人が、青い服の人を見張ってた。３～４人が、100人くらいの朝鮮人を」、

と話し、蘇諠芬さん（1923年生）は、「朝鮮報国隊ということばを聞いたことがありますか？」と、わたしたちがたずねると、即座に、「青い服を着ていた人たちだ」とこたえ、

「ここに住んでいた。100人くらいいた。鉄橋をつくっていた。

服の背中の肩のところに、 ‘朝鮮報国隊’と縫い付けてあった。白い文字で。上着の前にはボタンがついていたが、色ははっきり覚えていない。ズボンも青かった。見張りは白い服を着ていた。拳銃を持っていた。日本の兵隊は見かけなかった。　　

朝鮮報国隊は、工事現場に、歌を歌いながら行った。“ソラタカク、キョクジツ……”」、

と話した。呉日文さんも、

「“ミヨトウカイノソラアケテ　　キョクジツタカク……”という歌を朝鮮人が歌いながら歩いて行くのを聞いて覚えた。

わたしは当時、日本人学校に通っていた。‘カンノンショウガッコウ’だ。“テッポウカツイダヘイタイサン　アシナミソロエテアルイテル　トットトットトアルイテル……”という歌を教えられた。生徒は何百人。先生は十数人いた。みんな日本人。軍人だった。先生の名前は、‘ササキ’、‘カイヤマ’。‘カイヤマ’は担任だった。校長は、分遣隊長よりえらかった。先生は、北黎のえらい人が来たら、軍服を着て、銃をつけた」

と語った。

■東方市感城鎮長坡で

横須賀鎮守府第四特別陸戦隊「横鎮四特戦闘詳報」第６号（「感恩県長坡村附近討伐戦」）に、1945年4月20日、長坡地域の「治安ノ確立」のためとして、日本軍146人（海軍少尉久保田金蔵指揮）が、迫撃砲などで長坡村を襲撃し「徹底的」に破壊したと書かれてある。

この戦争犯罪記録のコピーをもって長坡（チャンポ）を訪ねたわたしたちに、李文揚さん（1925年生。黎族）は、そのころのことを、つぎのように話した。

「男女をとわず、銃剣をつきさした。きれいな女性がいたら、連れていって強姦した。日本軍は何回も来た。来るたびに、悪いことをした。36人、殺された。

わたしは、当時15歳くらい。日本軍は、多いとき、漢奸もいれて100人くらい、来た。少ないときで、40人くらい。

　　村のまわりに、濠をつくった。

はじめて戦ったときは、日本軍に勝った。日本軍は1週間後にまた来た。機関銃を使った。年寄りや子どもはみんな逃げた。

村全体が焼かれたのだ。日本はかならず賠償しなければならない」。

写真22

李文揚さん
■被害者・抵抗者の証言の客観性
聞きとりのときには、話す人と聞く人との生涯が交差する。
今回、後半の聞きとり参加者のうち、３人が朝鮮人、１人が海南島人、２人が日本人だった。聞きとる側のこの構成が、証言の緊迫度を強くしたように思う。
また、日本軍が作成した個別の犯罪記録文書を持って、その村むらを訪問したが、日本軍の侵略犯罪と抵抗運動の実状にかんするオーラルヒストリー（口述記録を中心とする歴史記述）が重要であることを再確認した。
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